
カリキュラムマネジメントにおける
校長のリーダーシップに関する研究

－資質・能力の育成を目指した校長の事例分析を通して－

刈羽・柏崎支部
柏崎市立西山中学校 高橋 浩
平成13年度（世紀の会）
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1.1 問題の所在

中学校学習指導要領（平成29年告示）

４ 各学校においては，生徒や学校，地域の実態を適切に把握
し，教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横
断的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価
してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと
などを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の
教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・
マネジメント」という。）に努めるものとする。

総則 第１ 中学校教育の基本と教育課程の役割

…
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各学校が主体的にカリキュラム
マネジメントを推進していくこ
とが求められている



中学校学習指導要領（平成29年告示）

ア 各学校においては，校長の方針の下に，校務分掌に基づき
教職員が適切に役割分担しつつ，相互に連携しながら，各学校
の特色を生かしたカリキュラム・マネジメントを行うよう努め
るものとする。

総則 第５ 学校運営上の留意事項

１ 教育課程の改善と学校評価，教育課程外の活動との連携等

校長のリーダーシップ が重要

1.1 問題の所在

具体的には？

4



1.2 研究の目的と方法

本研究は，カリキュラムマ
ネジメントにおける校長の
リーダーシップの特徴を明ら
かにすることを目的とする。
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 1.3 分析・考察の方法

校長へのインタビュー調査

①市内５つの中学校で唯一「生徒に身
につけさせたい資質・能力」を明記

②赴任１年目にこの資質・能力を策定
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 1.3 分析・考察の方法

△ ある校長の事例分析
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一般に、方法の背景には理念や理論があ
る。その理念や理論を踏まえず，特定の
方法や実践事例に注目すると，異なる条
件下での実践化は困難である。

田村(2022)



 1.3 分析・考察の方法

〇 他の学校への応用可能性
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カリキュラムマネジメントの見方や考え
方を用いることにより、状況に応じて方
法を適応，あるいは創出することが可能
となる。

田村(2022)



 1.3 分析・考察の方法
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カリキュラムマネジメントモデル
見方や考え方

↑

カリキュラムマネジメントは実践である
が，その前に思考である。田村（2022）



 1.3 分析・考察の方法
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資料２



 1.3 分析・考察の方法
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要素ケ

要素ク

要素ア

要素イ

要素オ

要素ウ 要素エ

要素カ 要素キ

全体を俯瞰

構造的に捉える

実践のよさや問題点

今後の課題や方向性

分
析
の
効
果



 1.3 分析・考察の方法
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カリキュラムマネジメントモデル
を分析枠組みとして用いる

△ ある校長の事例分析

〇 他の学校への応用可能性



2.1 Ａ中生に育む資質・能力の明確化
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新潟県公立Ａ中学校

校長へのインタビュー
教職員へのアンケート

資料５



 2.1 Ａ中生に育む資質・能力の明確化

2020年度 2023年度2021年度 2022年度

校長１年目 ２年目 ３年目 ４年目
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Ａ中生に育む資質・能力の明確化
学校グランドデザインの改善

校長へのインタビュー



 2.1 Ａ中生に育む資質・能力の明確化

要素ケ 要素ク要素ア

要素イ

要素オ

要素ウ 要素エ

要素カ

要素キ
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資
質
・
能
力

・学力向上
・不登校

要素ア． 学校教育目標の具現化

「Ａ中生に育む資質・能力の明確化」
「学校グランドデザインの改善」

2020年度のカリキュラム
マネジメントの重点



 2.1 Ａ中生に育む資質・能力の明確化

2020年度

校長１年目
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Ａ中生に育む資質・能力の明確化
学校グランドデザインの改善

・赴任した１学期に生徒・保護者アンケートを実施
「掲げたって分かんねえと意味ねえからね。俺らだけが分
かったってしょがねえから。」

・アンケートでは子どもの姿として想像しやすい道徳性と
の関連を図ることで，生徒や保護者・地域住民にとっても
分かりやすいものとした

既存の目標が教員目線に偏りがち



 2.1 Ａ中生に育む資質・能力の明確化

生徒・保護者アンケート

職員によるワークショップ

企画委員会

地域住民の意見聴取

Ａ中生に育む資質・能力
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資料６



 2.2 学校グランドデザインの改善

ＰＤＣＡサイクル

計画(Ｐ)実施(Ｄ)

評価(Ｃ)
改善(Ａ)

評価
(Ｃ) 改善

（Ａ)

計画
（Ｐ)

実施
（Ｄ)
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教職員が一丸となって取り組む内容を絞ること
はカリキュラムマネジメントの課題



Ａ中生に育む資質・能力との整合性を図る

12項目→５項目

重点目標…

活動の重点…

 2.2 学校グランドデザインの改善

2020年度 学校グランドデザイン

Ａ

Ａ市
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資料７



 2.2 学校グランドデザインの改善

主軸

共通のベクトル

～教職員一人一人の考えが整理された～

2021年度 学校グランドデザイン

Ａ

Ａ
市
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 2.2 学校グランドデザインの改善

要素ア．学校教育目標の具現化

Ａ中生に育む資質・能力

ＰＤＣＡサイクルの機能化

要素イ．カリキュラムのマネジメントサイクル

全校レベルや日々の授業レベルにおける様々な
条件整備やカリキュラム開発
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教職員アンケートから



 2.2 学校グランドデザインの改善

要素ア．学校教育目標の具現化

Ａ中生に育む資質・能力

要素イ．カリキュラムのマネジメントサイクル

全校レベルや日々の授業レベルにおける
様々な条件整備やカリキュラム開発

何を計画（P）し実施するか（D）が対応し、実践が
適切に評価（C）され改善（A）につながっていく
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ＰＤＣＡサイクルの機能化



 2.2 学校グランドデザインの改善

要素ア．学校教育目標の具現化

Ａ中生に育む資質・能力

要素イ．カリキュラムのマネジメントサイクル

全校レベルや日々の授業レベルにおける
様々な条件整備やカリキュラム開発

教職員の参画意識
「教育目標」や「重点目標」
「Ａ中生に育む資質・能力」を意識して教育活動
を行っている
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 2.2 学校グランドデザインの改善

要素ウ

教職員の組織構造
要素エ

教職員の組織文化

要素イ

カリキュラムのマネジメントサイクル
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校長「グランドデザインを，もう，とにかく絞って変えよう」

要素ア．学校教育目標の具現化

Ａ中生に育む資質・能力

組織的にカリキュラムマネジメント
が推進される基盤が作られた

ＰＤＣＡサイクルの機能化



 2.2 学校グランドデザインの改善

要素ア． 学校教育目標の具現化

Ａ中生に育む資質・能力の明確化
学校グランドデザインの改善

・学力向上
・不登校

保護者・地域のニーズ 市の教育プラン

校内の組織 学校や校内組織の文化

既存のカリキュラムやその
ＰＤＣＡの現状

現在の学校グラ
ンドデザイン

校内のリーダー
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・どこにメスを入れるか
・レバレッジポイント

カリキュラムマネジメントの重点化



 2.3 カリキュラムマネジメントにおける校長のリーダーシップモデル

校長
「課題の洗い出しがないと，誰にも説得力ないじゃん」
「ある程度変えていくためには，１年目で問題の洗い
出しをして，１年度末に次の方向性を示す」

→赴任１年目で学校の特色や子どもの実態を分析
し課題を明確にすること
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 2.3 カリキュラムマネジメントにおける校長のリーダーシップモデル

校長
「昔のグランドデザインって（中略）やることが結局
網羅的」

→従前のグランドデザインは知徳体それぞれに示された
重点目標や教育活動間の系統性が乏しく，焦点化する必
要がある

27



 2.3 カリキュラムマネジメントにおける校長のリーダーシップモデル

［図４］カリキュラムマネジメントおける校長のリーダーシップ・モデル
（田村のモデルを一部改変し筆者作成） ※資料４
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3.1 本研究の結論

結論１
カリキュラムマネジメントに
おける校長のリーダーシップ
は，各学校における重点を決
断するものである。
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3.1 本研究の結論

カリキュラムマネジメントの
重点化
↓

・教育活動全体を貫く主軸
・ＰＤＣＡの機能化
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3.1 本研究の結論
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今、わが校のカリキュラム・マネジメントはどの段階？天笠(2023) 

校長１年目



3.1 本研究の結論

結論２
カリキュラムマネジメント

における校長のリーダーシッ
プは，田村のカリキュラムマ
ネジメントモデルの「ア．ク．
ケ．」に直接的に発揮される。
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 3.1 本研究の結論
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ビジョンと経営戦略の構築
経営ビジョンの明確化



3.2 本研究から主張したいこと

（１）教育活動に明確な主軸があること

教育活動を通して育てたい子どもの姿を思い
描き、そのためにやるべきことのベクトルを
揃えることが大切

＝ビジョンと目標を共有
（教職員、生徒、保護者・地域）
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3.2 本研究から主張したいこと
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（２）カリキュラムマネジメントを推進する
校長のリーダーシップの重要性

・校長はカリキュラムマネジメントを推進する
ための舵取り役

・学校レベルのカリキュラムマネジメントは、
新しい能力観への転換とカリキュラム改善の
エンジン
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